
第186号 平成 31年４月 29日（４）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り

各
会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
提
出

議
案
に
対
し
て
、質
疑
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
に
対
す
る
質
疑

（お知らせ）次の定例会議号は、８月15日（木）発行予定です。

政

友

会
宗
川
　
洋
一

日

本

共

産

党
佐
竹
　
知
之

市
民
平
和
ク
ラ
ブ
針
貝
　
和
幸

公

明

党
池
ヶ
谷
　
富
士
夫

○
議
案
第
７
号
～
議
案
第
11
号

問　

一
般
会
計
が
過
去
最
大
規
模

の
予
算
総
額
に
な
り
ま
す
が
、
平

成
31
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に
当

た
り
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
取
り

組
み
ま
し
た
か
。
ま
た
、
そ
の
特

徴
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
、
１
点
目
と
し
て
後
期

基
本
計
画
に
定
め
る
目
指
す
姿
の

実
現
及
び
鎌
ケ
谷
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
定
め
る

目
標
の
達
成
に
向
け
た
事
業
展
開

を
行
う
こ
と
、
２
点
目
と
し
て
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
推
進
の

２
つ
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
基
本

的
な
考
え
方
に
基
づ
く
基
本
方
針

と
し
て
、
各
部
局
に
お
け
る
予
算

編
成
の
推
進
、
公
共
施
設
の
長
寿

命
化
の
推
進
、
特
別
要
求
枠
の
活

用
、
重
点
政
策
を
考
慮
し
た
枠
配

分
の
実
施
、
財
政
健
全
化
に
関
す

る
目
標
設
定
、
財
政
の
中
期
的
な

展
望
の
反
映
の
６
つ
を
掲
げ
て
編

成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
特
徴
と
な
る
ポ
イ
ン
ト

○
議
案
第
２
号

問　

国
民
健
康
保
険
に
は
賦
課
限

度
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
設
定
さ
れ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

今
回
の
改
正
で
影
響
を
受
け
る
階

層
は
ど
の
よ
う
な
世
帯
か
伺
い
ま

す
。

答　

医
療
保
険
制
度
で
は
受
け
ら

れ
る
医
療
給
付
に
つ
い
て
は
保
険

料
負
担
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
被
保
険
者
の
納
付

意
欲
に
与
え
る
影
響
な
ど
の
観
点

か
ら
、
被
保
険
者
の
保
険
料
負
担

に
一
定
の
限
度
を
設
け
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
賦
課
限
度
額
を
引

き
上
げ
ず
に
必
要
な
保
険
料
収
入

を
確
保
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
保
険

料
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
な

が
り
、
中
間
所
得
層
の
負
担
が
重

く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
被
用

者
保
険
に
お
い
て
は
最
高
等
級
を

で
す
が
、
大
き
く
５
つ
を
掲
げ
て

編
成
し
た
点
で
す
。
１
点
目
は
後

期
基
本
計
画
に
定
め
る
目
標
の
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
、
２
点
目

は
人
口
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
、

３
点
目
は
扶
助
費
の
財
源
を
優
先

的
に
確
保
、
４
点
目
は
公
共
施
設

長
寿
命
化
に
向
け
た
改
修
促
進
、

５
点
目
は
幼
児
教
育
無
償
化
の
取

り
組
み
を
掲
げ
予
算
編
成
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
平
成
31
年
度
予

算
は
第
４
次
実
施
計
画
補
正
版
の

具
現
化
を
目
指
し
、
都
市
基
盤
整

備
の
推
進
や
子
育
て
世
帯
を
中
心

と
し
た
人
口
流
入
策
を
実
施
す
る

こ
と
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

の
事
業
展
開
を
推
進
す
る
も
の
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
予
算
編
成
後

の
各
種
基
金
残
高
に
お
い
て
も
、

財
政
調
整
基
金
は
予
算
編
成
方
針

で
掲
げ
た
残
高
目
標
11
億
円
を
超

え
る
約
14
億
円
を
確
保
す
る
な
ど
、

総
額
で
約
40
億
円
を
確
保
し
、
今

後
の
財
政
運
営
へ
も
配
慮
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
議
案
第
７
号

問　

徹
底
的
な
行
財
政
改
革
に
取

り
組
む
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内

容
を
伺
い
ま
す
。

答　

鎌
ケ
谷
市
行
財
政
改
革
推
進

プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
歳
入
増
へ
の
取

り
組
み
、
歳
出
抑
制
の
た
め
の
取

り
組
み
、
変
化
に
対
応
で
き
る
行

財
政
体
質
構
築
の
た
め
の
取
り
組

み
と
い
っ
た
３
つ
の
柱
に
よ
る
取

り
組
み
に
加
え
、
各
年
度
の
予
算

編
成
の
中
で
歳
入
確
保
、
歳
出
削

減
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
各
種
税

等
の
収
納
率
の
向
上
や
民
間
委
託

化
、
未
利
用
地
の
売
却
促
進
と
有

効
活
用
、
時
間
外
勤
務
の
抑
制
な

ど
を
行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
旨
平

成
29
年
度
決
算
後
に
策
定
し
た
中

期
財
政
見
通
し
に
明
記
し
て
い
ま

す
。

○
議
案
第
６
号

問　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

が
増
加
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答　

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
に
つ

い
て
は
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

要
介
護
認
定
を
受
け
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
方
も
増
加
し
て

い
る
中
で
年
々
増
加
し
て
い
る
状

況
で
す
。ま
た
、平
成
30
年
度
で
は

近
隣
市
へ
の
施
設
の
入
所
も
含
め
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
増
加
す

る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
見
込

み
を
下
回
る
形
で
推
移
し
て
お
り
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
し
て
見

込
ん
で
い
た
利
用
者
が
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
と
い
う

影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

３月定例会の審議結果一覧
議案番号等 件　　　　　　名 審議結果

議案第１号 鎌ケ谷市東日本大震災復興基金条例を廃止する条例の
制定について 原案可決 全会一致

議案第２号 鎌ケ谷市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
について 原案可決 賛成多数

議案第３号 鎌ケ谷市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第４号 平成30年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第５号） 原案可決 全会一致

議案第５号 平成30年度鎌ケ谷市公共下水道事業特別会計補正予算
（第３号） 原案可決 全会一致

議案第６号 平成30年度鎌ケ谷市介護保険特別会計補正予算（第３号）原案可決 全会一致
議案第７号 平成31年度鎌ケ谷市一般会計予算 原案可決 賛成多数
議案第８号 平成31年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計予算 原案可決 賛成多数
議案第９号 平成31年度鎌ケ谷市公共下水道事業特別会計予算 原案可決 全会一致
議案第10号 平成31年度鎌ケ谷市介護保険特別会計予算 原案可決 賛成多数
議案第11号 平成31年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 賛成多数
議案第12号 陸上競技場改修工事請負変更契約の締結について 同　　意 全会一致

議案第13号 柏・白井・鎌ケ谷環境衛生組合規約の変更に関する協議
について 原案可決 全会一致

議案番号等 件　　　　　　名 審議結果
議案第14号 平成30年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第６号） 原案可決 全会一致
諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適　　任 全会一致
諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適　　任 全会一致
発議案第１号 鎌ケ谷市議会定例会に関する条例の制定について 原案可決 全会一致

発議案第２号 鎌ケ谷市議会会議規則の一部を改正する規則の制定に
ついて 原案可決 全会一致

発議案第３号 専決処分事項の指定について 原案可決 全会一致

発議案第４号 幼児教育・保育無償化に係る制度の拡充及び地方自治体
への財政措置を求める意見書 原案可決 全会一致

陳情31-3-1 国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を
求める陳情書 不 採 択 賛成少数

陳情31-3-2
「幼児教育・保育の『無償化』に係わる制度の拡充、
及び、国の地方自治体への十分な財政措置を求める意
見書」の提出を求める陳情書

採　　択 全会一致

陳情31-3-3
「会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治
体への十分な財政措置を求める意見書」の提出を要請
する陳情書

継続審査 賛成多数

陳情30-9-1 東海第二原発の運転期間延長を行わないことを求める
意見書に関する陳情 継続審査 賛成多数

被
保
険
者
の
割
合
で
１
％
か
ら

１
・
５
％
の
間
に
な
る
よ
う
法
定

す
る
ル
ー
ル
が
あ
り
、
国
民
健
康

保
険
に
お
い
て
も
限
度
額
超
過
世

帯
割
合
が
１
・
５
％
に
近
づ
く
よ

う
に
段
階
的
に
引
き
上
げ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
影
響
を
受
け
る
階
層
で

す
が
、
国
民
健
康
保
険
で
一
般
的

な
２
人
世
帯
の
基
礎
賦
課
分
だ
と
、

現
行
で
は
給
与
収
入
が
約
984
万
円

以
上
の
世
帯
が
一
律
で
58
万
円
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改

正
に
よ
り
、
約
984
万
円
以
上
の
世

帯
で
は
段
階
的
に
保
険
料
が
上
が

り
、
約
１
千
27
万
円
を
超
え
る
と

一
律
で
61
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

請
願
・
陳
情
は
ど
な
た
で
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す

が
、
定
例
会
で
の
審
議
を
希
望
す
る
場
合
は
、
議
会
事
務
局
窓
口
へ

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
請
願
書
は
、
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。（
※
陳
情
書
は
不
要
）

○
要
旨
は
簡
潔
、
明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

内
容
が
多
方
面
に
わ
た
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
請
願
書
（
陳

情
書
）
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。

○
署
名
簿
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
住
所
、
氏
名
及
び
押
印
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
押
印
が
な
い
も
の
は
署
名
数
に
は
含
め
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
郵
送
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
そ
の
写
し
を
全
議
員

に
配
付
し
ま
す
が
、
審
議
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
願
・
陳
情
を
提
出
さ
れ
る
方
へ

予
算
審
査
特
別

委
員
会
委
員

委
員
長

土　

屋　

裕　

彦

副
委
員
長

佐　

藤　
　
　

誠

委

員

野　

上　

陽　

子

委

員

中　

村　

潤　

一

委

員

森　

谷　
　
　

宏

委

員

宮　

城　

登
美
子

委

員

泉　

川　

洋　

二

委

員

宗　

川　

洋　

一

委

員

針　

貝　

和　

幸

委

員

池
ヶ
谷　

富
士
夫

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

平
成
31
年
度
鎌
ケ
谷
市
一
般
会

計
及
び
４
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
の
主
な
審

査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総　

括
〉

問　

今
回
の
予
算
案
は
、
ど
の
よ

う
な
点
に
重
点
を
置
い
た
予
算
で

あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

ず
っ
と
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

実
現
す
る
た
め
に
、
未
来
に
向
け

た
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
る
ま

ち
づ
く
り
、
全
て
の
市
民
が
暮
ら

し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
、
産
業
が
盛
ん
で
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
緑
を
楽
し
め
る
ま
ち

づ
く
り
の
３
つ
の
柱
を
立
て
て
重

点
化
を
図
っ
た
予
算
で
す
。

　

特
に
、
平
成
31
年
度
中
に
全
線

高
架
化
を
予
定
し
て
い
る
新
京
成

線
連
続
立
体
交
差
事
業
な
ど
の
都

市
基
盤
整
備
、（
仮
称
）
東
部
地

区
児
童
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業
な
ど

の
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
人

口
流
入
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
事
業

展
開
を
推
進
し
て
い
く
も
の
と
し

て
い
ま
す
。

〈
歳　

入
〉

問　

個
人
市
民
税
の
現
年
課
税
分

が
前
年
度
と
比
較
し
て
、
１
億
１

千
553
万
円
増
額
と
な
っ
た
要
因
を

伺
い
ま
す
。

答　

二
つ
の
要
因
が
あ
り
、
一
つ

目
は
、
調
定
見
込
み
で
、
雇
用
、

所
得
環
境
の
改
善
が
続
く
こ
と
で

緩
や
か
な
景
気
回
復
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
納
税
義
務
者
の
増

加
と
個
人
所
得
の
増
加
を
考
慮
し

た
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
徴
収
率
で
税
の
公

平
、
公
正
の
確
保
を
基
本
理
念
と

し
た
実
効
性
の
あ
る
徴
収
業
務
を

推
進
し
た
結
果
、
直
近
３
年
間
で

の
平
均
徴
収
率
が
98
・
12
％
と
向

上
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
た
も

の
で
す
。

〈
歳　

出
〉

問　

風
疹
の
抗
体
検
査
及
び
予
防

接
種
の
実
施
に
つ
い
て
、
目
的
及

び
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答　

妊
娠
20
週
ご
ろ
ま
で
に
風
疹

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
胎
児

が
先
天
性
風
疹
症
候
群
に
か
か
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
防
止
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

対
象
者
は
抗
体
保
有
率
の
低
い
昭

和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
、
事

業
の
期
間
は
、
平
成
34
年
３
月
31

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

当
該
年
齢
の
風
疹
抗
体
保
有
率

は
80
％
で
あ
り
、
ま
ず
は
抗
体
検

査
を
受
け
、
抗
体
が
な
い
方
が
予

防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。


